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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の歯科矯正器具を含むインダイレクトボンディング用トレーであって、前記歯科矯
正器具が患者の歯列弓の歯の選択された領域において前記歯に対して着座するために前記
トレー内に位置決めされている、トレー、および
　前記患者の歯列弓の少なくとも一部の形態に合致する形態を有する少なくとも１つの壁
部分を有し、また、それぞれが前記歯列弓の各歯に対応する複数の転写セクションを具備
する基材であり、前記基材が前記患者の歯列弓上に配置されるとき、前記歯科矯正器具が
付けられる前記歯の選択された領域に隣接するように前記転写セクションが配置される基
材、並びに、前記基材が前記患者の歯列弓上に配置されるとき、前記対応する歯の前記選
択された領域に転写させるため、前記転写セクションに適用される、エッチング剤、接着
剤プライマー、接着剤、接着剤成分、およびシーラントの１つ以上を含む、一定量の組成
物を備える、前記患者の歯に前記組成物を適用するための装置
を含む、組合せ。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、患者の歯の外部領域に組成物を適用するために歯科矯正治療プログラムで使
用される方法および装置に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　歯科矯正治療は、位置異常の歯が改善された位置に移動することを必要とする。歯科矯
正治療は、患者の審美的外観、とりわけ口腔の前部に近い領域の外観を大きく向上させる
ことができる。歯科矯正治療は、また、咀嚼中に歯が互いにより良好に機能するように、
患者の咬合を改善することもできる。
【０００３】
　一般的な歯科矯正治療プログラムの１種では、ブラケットとして知られる１組の小さい
スロット付きの器具を使用する。ブラケットは患者の歯に固定され、各ブラケットのスロ
ットにアーチワイヤが挿入される。アーチワイヤは、歯が所望の位置に移動するように案
内する軌道を形成する。アーチワイヤの端部は、患者の大臼歯に固定されるバッカルチュ
ーブ器具に繋止されることが多い。
【０００４】
　多くの歯科矯正器具は、接着剤組成物で患者の歯のエナメル質に直接ボンディングされ
る。接着剤組成物は、ある一定の波長範囲の光に露光すると硬化し始める光硬化型接着剤
であってもよい。別の一般的な種類の歯科矯正ボンディング組成物は、最初は別々の２種
類の成分として提供され、一緒に混合された後、硬化し始める。
【０００５】
　臨床医が使用するボンディング組成物の種類に関わらず、結合破壊が起こらないこと、
および、器具が意図される治療時間、歯にしっかりと固定されたままであることが重要で
ある。例えば、治療中、器具の１つ以上が歯から脱離すると、治療の進行が中断されるこ
とが多く、その時、脱離した器具を再び取り付けるか又は再配置するため、患者は臨床医
の治療室に再び行かなければならない。歯科矯正器具の結合破壊は、時間と費用の点で臨
床医と患者の両方にとって非常に面倒であり、できれば回避されなければならない。
【０００６】
　その結果、器具と患者の歯を注意深く準備することは、器具をボンディングする手順の
前の重要な作業である。患者の歯の準備は、通常、歯の清掃に続いて歯をエッチングする
工程およびプライマー処理する工程を含む。一手順では、臨床医は、例えば、小さいブラ
シ又は綿棒を使用して各歯にリン酸などのエッチング剤を塗布する。次に、歯をすすいで
エッチング剤を落とし、乾燥させる。次いで臨床医は、再び、例えば、小さいブラシ又は
綿棒を使用して、各歯にプライマー組成物を塗布する。或いは、歯の清掃後、臨床医は、
エッチング剤とプライマーの両方の役割をする１種類の組成物を使用することを選択して
もよい。
【０００７】
　しかし、いずれの場合も、通常は、器具を歯にボンディングした後、器具のベースに隣
接することになる歯の領域だけに、エッチング剤およびプライマー組成物、又は、エッチ
ング剤／プライマー組み合わせ組成物を塗布することが好ましい。エッチング剤組成物は
酸性であり、患者の歯肉組織を刺激する場合がある。そのため、歯肉組織と接触しないよ
うに、小さいアプリケータを用い、制御してエッチング剤組成物を注意深く塗布すること
が望ましい。
【０００８】
　更に、歯科矯正プライマー中に存在する、ある一定の成分に対してアレルギー反応を有
するか又は刺激感応性を発現する患者がいる場合がある。その結果、プライマーが歯肉組
織と接触しないように、プライマーを患者の歯に注意深く塗布することも重要である。プ
ライマーが硬化した後、プライマーは歯が所望の位置に移動することを妨げる場合がある
ため、プライマーを歯列弓の隣接面部位に付けないようにすることも重要である。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、歯科矯正用組成物を複数の歯の選択された領域に同時に適用する方法および
装置に関する。組成物が付けられる歯の選択された領域は、歯に器具をボンディングした
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後、ブラケットやバッカルチューブなどの歯科矯正器具のベースのすぐ下になる歯の領域
に実質的に対応する。本発明は、臨床医が患者の各歯に組成物を適用するのに要する時間
を著しく低減する。
【００１０】
　有利には、本発明は、過剰量の組成物を適用しないようにすることを確実にするのに役
立つ。その結果、歯表面から余剰組成物を清掃するのに要する時間と労力が低減する。更
に、本発明により、組成物が患者の歯肉組織や、歯列弓の隣接面部位などの回避されるべ
き他の口腔部位と接触する可能性が低減する。
【００１１】
　一実施形態では、装置は、患者の歯列弓の選択された部分の形状に合致する形状を有す
る壁部分を具備する。組成物は、最終的に器具が付けられる患者の歯の意図された領域に
対応する装置のある一定のセクションに、予め塗付される。装置を患者の歯列弓上に配置
する時、組成物を有する装置のセクションは、自動的に歯の予め選択された領域に隣接す
るように位置決めされ、組成物は、選択された領域全部に同時に適用され、転写される。
【００１２】
　より詳細には本発明は、一態様では、患者の歯の選択された領域にボンディングされる
複数の歯科矯正器具を具備する、歯科矯正治療プログラムで使用される患者の歯に組成物
を適用するための装置に関する。装置は、患者の歯列弓の少なくとも一部の形状に合致す
る形状を有する少なくとも１つの壁部分を有する基材を備える。基材は、また、それぞれ
歯列弓の各歯に対応する複数の転写セクションを具備する。基材が患者の歯列弓上に配置
されるとき、転写セクションは、器具が付けられる歯の選択された領域に隣接するように
配置される。装置は、また、基材が患者の歯列弓上に配置されるとき、対応する歯の選択
された領域に転写されるように、転写セクションに塗付される一定量の組成物も具備する
。
【００１３】
　本発明は、別の態様では、患者の歯に組成物を適用する方法に関する。本方法は、
　患者の歯列弓の少なくとも一部分の形状に合致する形状を有する少なくとも１つの壁部
分を有する転写装置を提供する工程、
　歯科矯正器具が付けられる患者の歯の領域の位置を決定する工程、
　患者の歯のある一定の領域の位置に対応する転写装置のセクションの位置を決定する工
程、
　転写装置のセクションに一定量の組成物を適用する工程、および
　組成物の少なくとも一部を患者の歯のある一定の領域に転写させるため、転写装置を歯
列弓と接触するように配置する工程、
を含む。
【００１４】
　本発明の別の態様は、患者の歯に組成物を適用するための装置を作製する方法に関する
。本方法は、
　患者の歯列弓の少なくとも一部分の形状に合致する形状を有する少なくとも１つの壁部
分を有する転写装置を提供する工程、
　歯科矯正器具が付けられる患者の歯の領域の位置を決定する工程、
　歯科矯正器具が付けられる患者の歯の領域の位置に対応する転写装置のセクションの位
置を決定する工程、および
　転写装置のセクションに一定量の組成物を適用する工程、
を含む。
【００１５】
　本発明の別の態様は、歯科矯正器具をボンディングする方法に関する。本方法は、
　患者の歯列弓の少なくとも一部分の形状に合致する形状を有する少なくとも１つの壁部
分を有する転写装置を提供する工程、
　転写装置の選択されたセクションに一定量のボンディング組成物を適用する工程、
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　ボンディング組成物の少なくとも一部を患者の歯のある一定の領域に転写させるため、
転写装置を歯列弓と接触するように配置する工程、
　歯列弓から転写装置を撤去する工程、および、その後、
　歯科矯正器具を患者の歯のある一定の領域にボンディングする工程、
を含む。
【００１６】
　本発明の更なる詳細は特許請求の範囲の特徴で定義される。
【００１７】
定義
　「近心（側）」は、患者の湾曲した歯列弓の中心に向かう方向を意味する。
【００１８】
　「遠心（側）」は、患者の湾曲した歯列弓の中心から離れる方向を意味する。
【００１９】
　「咬合（側）」は、患者の歯の外側先端に向かう方向を意味する。
【００２０】
　「歯肉（側）」は、患者の歯ぐき又は歯肉に向かう方向を意味する。
【００２１】
　「頬唇（側）」は、患者の唇又は頬に向かう方向を意味する。
【００２２】
　「舌（側）」は、患者の舌に向かう方向を意味する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　歯科矯正患者の歯に組成物を適用するための転写装置を、図１に数字２０で広く示す。
装置２０は、頬唇側壁部分２２、歯肉側壁部分２４および舌側壁部分２６を有する基材２
１を具備する。好ましくは、壁部分２２、２４、２６は互いに一体に接続され、単一体を
形成する。
【００２４】
　頬唇側壁部分２２、咬合側壁部分２４および舌側部分２６は、好ましくは、装置２０が
歯列弓上に配置されたとき、それぞれ患者の歯列弓の頬唇側部分、咬合側部分および舌側
部分に合致する形状を有する。好ましくは、装置２０が比較的きつく嵌合する関係で歯列
弓上に嵌め合うように付けられるように、壁部分２２、２４、２６の形状は、下にある患
者の歯列弓の部分と実質的に同一である。その結果、装置２０が歯列弓上に配置されてい
るとき、歯列弓と装置２０の相対的な横方向の移動が実質的に回避される。
【００２５】
　図１に示されている実施形態の装置２０は、湾曲した長手方向中心軸２８を有する。壁
部分２２、２４、２６は、中心軸２８に垂直な基準面で略「Ｕ」形の形状を示す。この「
Ｕ」形の形状は、歯列弓を収容するチャネル３０を画定する。
【００２６】
　図１に示されている例示的な装置２０は、患者の歯列弓の一方の歯全部に沿って延びる
ように構成された形状を有する。しかし、他の構成も可能である。例えば、装置２０は、
歯列弓の歯の幾つかだけに沿って延びる長さを有してもよい。例えば、３つの転写装置を
提供し得る：１つの装置は患者の歯列弓の中央の６本の歯に沿って延びるように構成され
た形状を有し得、第２の転写装置は歯列弓の右手側の双頭歯および大臼歯に沿って延びる
ように構成され得、第３の転写装置は歯列弓の左手側の双頭歯および大臼歯に沿って延び
るように構成され得る。
【００２７】
　転写装置２０は、多数の転写セクション３２を具備する。好ましくは、転写セクション
３２は、ブラケット又はバッカルチューブなどの接着剤でボンディングされる歯科矯正器
具が付けられる各歯に対して設けられる。装置２０が歯列弓を覆うように配置されるとき
、各転写セクション３２は、選択された歯科矯正器具が付けられる歯のある一定の予め選
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択された領域を直接覆うように位置決めされる。
【００２８】
　一選択肢として、頬唇－舌基準軸に垂直な基準面における各転移セクション３２の形状
は、各歯科矯正器具のベースの形状に類似している。例えば、歯科矯正器具のベースが略
長方形である場合、器具に対応する転写セクション３２の形状は、類似の形状の長方形で
ある。頬唇－舌基準軸に垂直な基準面における各転移セクション３２の全領域は、好まし
くは、選択された各器具のベースの全領域の約１２５％以下、より好ましくは約１１０％
以下である。
【００２９】
　任意に、転写セクション３２は、基材２１と同じ材料で製造されており、一体の単一構
成要素を形成する。例えば、転移セクション３２は、頬唇側壁部分２２の平滑な内面の指
定されたセクションとすることができる。別の例として、転写セクション３２は、粗い部
位、孔若しくは空隙を有する部位、又は、頬唇側壁部分２２の内面の残りの平滑な部位と
一体の突起を有するように形成された部位とすることができる。別の選択肢として、転写
セクション３２は、基材２１の材料とは異なる材料で製造され、頬唇側壁部分２２の内面
に接着されるか又はその他の方法でそれに固定される。
【００３０】
　任意に、各転写セクション３２は、転写装置２０のチャネル３０内に近心側、歯肉側、
遠心側および咬合側に沿って少なくとも一部収容される別個のリザーバを提供する。収容
される又は一部収容される側を有するリザーバを提供すると、器具が付けられる各歯の予
め選択された領域だけに組成物が転写され、歯肉縁に隣接する領域、および隣接する歯の
間の隣接歯間領域を含む隣接領域には転写されない可能性が増大する。
【００３１】
　図１および図３～図５に示されている実施形態では、転写セクション３２は、支持体３
７に一体に接続されている複数の突起３６を具備する。支持体３７は、頬唇側壁部分２２
の内面に固定される。突起３６は、円錐、円錐台、ロッド、ピラミッド、角錐台、立方体
、ガムドロップ、円筒、釘頭部又はマッシュルーム形の部材等の多数の様々な形状のうち
の任意のものであってもよい。突起３６は、平坦、丸い、尖っている、又は別の形状の外
端部を有してもよい。図示されている実施形態では、突起３６は、ステム、および拡大さ
れた外側頭部を具備する。突起３６は、説明の目的のために図面ではサイズが誇張されて
おり、好ましくは、ずっと小さく、例えば、一平方センチメートル当たり突起７８～４６
５個の範囲の密度になるように複数列に配置されている。
【００３２】
　任意に、突起３６は、米国特許第５，１５２，９１７号明細書（パイパー（Ｐｉｅｐｅ
ｒ）ら）および同第５，５００，２７３号明細書（ホームズ（Ｈｏｌｍｅｓ）ら）に開示
されている方法などのマイクロ複製法で作製されてもよい。支持体層と一体の付け加えら
れた直立突起の配列を形成する様々な製造プロセスは、米国特許第４，２９０，１７４号
明細書（コールバーグ（Ｋａｌｌｅｂｅｒｇ））、米国特許第４，９８４，３３９号明細
書（プロヴォー（Ｐｒｏｖｏｓｔ）ら）、国際公開第９４／２３６１０号パンフレット（
ミラー（Ｍｉｌｌｅｒ）ら）、国際公開第９８／３０３８１号パンフレット（ミラー（Ｍ
ｉｌｌｅｒ）ら）およびＰＣＴ／ＵＳ９７／１５９６０（ケンプファー（Ｋｅｍｐｆｅｒ
））に記載されている。転移セクション３２を作製するのに好適な材料の一例は、３Ｍ社
（３Ｍ　Ｃｏｍｐａｎｙ）製のＣＳ－２００番のおむつ用テープなどのポリプロピレンマ
イクロ複製メカニカルファスナのフック側のダイ打抜きセクションである。
【００３３】
　転写セクション３２を作製するのに好適な他の材料としては、不織材料、および米国特
許第６，３２２，３６０号明細書、同第６，１４２，７８０号明細書、および同第６，１
２６，４４３号明細書（バーギオ（Ｂｕｒｇｉｏ））に記載の材料が挙げられる。
【００３４】
　装置２０は、各転写セクション３２に付けられる組成物３４を更に具備する。組成物３
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４は、好ましくは、各転写セクション３２の領域の大部分にわたって延び、より好ましく
は、各転写セクション３２の全領域にわたって延びる。このような構成は、器具のベース
が付けられる各歯の選択された領域の完全に全部でなくとも、少なくとも大部分に組成物
３４が転写されることを確実にするのに役立つ。
【００３５】
　組成物３４は、エッチング剤、接着剤プライマー、接着剤、接着剤成分、およびシーラ
ントの１つ以上を含んでもよい。組成物３４の好適な例としては、「トランスボンド（Ｔ
ＲＡＮＳＢＯＮＤ）」ＸＴブランドのエッチング剤ゲル、「トランスボンド（ＴＲＡＮＳ
ＢＯＮＤ）」ＸＴブランドのプライマー、および「トランスボンド（ＴＲＡＮＳＢＯＮＤ
）」ＭＩＰプライマーが挙げられ、これらは全て３Ｍユニテック社（３Ｍ　Ｕｎｉｔｅｋ
　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）製である。組成物３４は、また、３Ｍユニテック社（３Ｍ　
Ｕｎｉｔｅｋ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）製の「トランスボンド（ＴＲＡＮＳＢＯＮＤ）
」プラス（ＰＬＵＳ）ブランドのセルフエッチングプライマーを含むセルフエッチング歯
科矯正用プライマーに見られるものなどのメタクリル化リン酸エステルを含んでもよい。
組成物３４は、また、セルフエッチング歯科矯正用接着剤又は粘着剤組成物を含んでもよ
い。好適なシーラントは、３Ｍ　Ｅｓｐｅ製の「クリンプロ（ＣＬＩＮＰＲＯ）」ブラン
ドのシーラントである。別の代替として、組成物３４は、米国特許第６，０５０，８１５
号明細書（アダム（Ａｄａｍ）ら）に記載されるような歯科矯正器具のベース上にプレコ
ートされたイオン性セメントを後で活性化させる役割をする液体を含んでもよい。
【００３６】
　別の選択肢として、組成物３４は、変色性組成物であってもよい。例えば、組成物３４
は、化学線への露光で、他の組成物との接触で、又は一定時間後に色が変化してもよい。
変色性歯科矯正用接着剤の例は、米国特許第６，５２８，５５５号明細書に記載されてい
る。組成物３４は、歯の色と対照をなす初期色と、透明であるか又は歯の色にぴったり合
致する最終色とを有する変色性プライマーであってもよい。プライマーの初期色は、歯に
器具を適切に配置し、位置決めするための「標的」を提供することができるため、ダイレ
クトボンディング手順の前に装置２０を使用するとき、変色性プライマー組成物を使用す
ることは有利である。また、プライマー組成物の初期色により、器具を配置した後の余剰
組成物の清掃が容易になる。プライマーが変色した後、それは審美的になり、見え難い。
【００３７】
　前述の構成の代替として、器具ベースの下になる歯のある一定の領域に組成物を塗布し
ないように、転写セクション３２の１つ以上を構成してもよい。例えば、近心－遠心方向
における転写セクション３２の全幅は、器具ベースの全幅より小さくてもよい。転写セク
ション３２を使用してボンディング組成物を歯に塗布するとき、後で器具の近心側縁部分
と遠心側縁部分の下になる歯の領域に対応する装置２０の部分に組成物がないようにし、
それによって、これらの領域における器具と歯の結合強度が低下する。器具ベースの下の
残りの領域における接着は、通常の治療中、器具を歯にしっかりと保持するのに十分であ
るが、必要に応じて、器具を咬合－歯肉基準軸を中心として回転させることにより、器具
を容易に剥離させることができる。
【００３８】
　別の例として、咬合－歯肉方向における転写セクション３２の全高は、器具ベースの全
高より小さくてもよい。転写セクション３２は、ベースの歯肉側縁部分以外の、後で器具
ベースの下になる領域にボンディング組成物を塗布する。この実施例では、器具の残りの
領域における接着は、治療中、器具を歯にしっかりと保持するのに十分であるが、必要に
応じて、器具を近心－遠心基準軸を中心として回転させることにより、器具を歯から容易
に剥離させることができる。
【００３９】
　転写装置２０を作製する好ましい方法は、患者の歯列弓の模型を作製する工程を含む。
図２は、歯科矯正患者の例示的な下顎歯列弓の模型３８を示す。或いは、模型の歯列弓は
、患者の上顎歯列弓の複製であってもよい。別の選択肢として、模型は、歯列弓の前歯お
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よび犬歯など、上顎又は下顎歯列弓の一部だけを表してもよい。図示されている実施例で
は、模型３８は、下顎歯列弓の歯全部を表す多数の模型の歯４０を具備する。
【００４０】
　任意に、模型の歯列弓３８は、まず、過度に歪まないように注意して患者の下顎歯列弓
の型穴を取ることにより作製される。任意に、３Ｍユニテック社（３Ｍ　Ｕｎｉｔｅｋ　
Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）製のユニジェル（Ｕｎｉｊｅｌ）ＩＩブランドのアルギン酸塩
型穴材料などのアルギン酸塩印象材料を使用する。或いは、３Ｍ　ＥＳＰＥ製のポジショ
ン・ペンタ（Ｐｏｓｉｔｉｏｎ　Ｐｅｎｔａ）ブランドのビニルポリシロキサン型穴材料
などのハイドロコロイド又はビニルポリシロキサン型穴材料を使用してもよい。
【００４１】
　次いで、型穴から模型の歯列弓３８を作製する。任意に、模型の歯列弓３８は、模型に
気泡が入らないように注意して焼石膏から作製される「石膏」模型である。小さい空隙が
存在する場合、追加の少量の焼石膏を空隙に充填することができる。一選択肢として、模
型の歯列弓３８は、模型の歯４０および模型の歯４０を一緒に保持するのに十分な複製の
歯肉組織４２だけを具備する。
【００４２】
　代替として、患者の歯および隣接する歯肉組織を表すデジタルデータを使用して模型の
歯列弓３８を作製してもよい。手持ち式の口内スキャナ又は当該技術分野で既知の他のデ
バイスを使用してデジタルデータを得てもよい。別の選択肢として、型穴又は型穴から作
製された石膏模型を走査することによりデジタルデータを得てもよい。次いで、例えば、
光造形プリンタ、又は、スイス、ビューラッハのセレック・ネットワーク（Ｃｅｒｅｃ　
Ｎｅｔｗｏｒｋ　ｏｆ　Ｂｕｅｌａｃｈ，　Ｓｗｉｔｚｅｒｌａｎｄ）によって販売され
ているＣＡＤ／ＣＩＭミリングマシーンに類似のＣＮＣミリングマシーンを使用してデジ
タルデータから模型の歯列弓３８を作製してもよい。セレックマシーンと関連する口内カ
メラを使用して前述のデジタルデータを得てもよい。
【００４３】
　好ましくは、模型の歯列弓３８は、患者の口腔構造の正確な複製である。特に、模型の
歯４０のサイズ、形状、および向きは、好ましくは、歯科矯正患者の対応する歯のサイズ
、形状、および向きと同一である。
【００４４】
　次に、図３に示されるように、歯科矯正器具が付けられる各模型の歯４０に転写セクシ
ョン３２を貼付する。しかし、好ましくは、転写セクション３２を模型の歯４０に貼付す
る前に、まず、患者の各歯における歯科矯正器具の正確な位置の決定がなされる。次いで
、この選択された領域に対応する位置を模型の歯４０上で見出す。
【００４５】
　例えば、臨床医は、ゲージなどの手用器材を使用して、模型の歯に関するブラケットベ
ースの位置を決定してもよい。例えば、選択されたブラケットのアーチワイヤスロットが
患者の歯の切縁から５ｍｍのところになる場合、５ｍｍのゲージを使用して、模型の歯に
切縁から５ｍｍの鉛筆の線を引くことを助けてもよい。次いで、臨床医は、模型の歯の形
状を目視で判断して長軸の位置を決定し、模型の歯の長軸と引かれた鉛筆の線との交点に
印を付けてもよい。
【００４６】
　別の選択肢として、臨床医は、コンピュータソフトウェアを使用して、選択された器具
の適切な配置、および、従って転移セクションの適切な配置を決定することを選択しても
よい。例えば、ブラケットのアーチワイヤスロットが患者の咬合面に平行な面にあるよう
な向きに配置され、ブラケットの咬合－歯肉軸が患者の歯の長軸と整列するように、臨床
医は、器具が歯の臨床歯冠の顔面軸点（「ＦＡポイント」）と整列することを所望する場
合がある。ソフトウェアは、患者の歯を表すデジタルデータファイルを使用し、ＦＡポイ
ントの位置を決定する。次いで、模型の歯４０上のＦＡポイント（患者の歯上の同じＦＡ
ポイントに対応する）の位置を決める。更に、模型の歯４０のＦＡポイント、歯列弓の咬
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合面の決定、および歯の長軸の決定を使用し、模型の歯４０に関するアーチワイヤスロッ
トの向きおよびブラケットの咬合－歯肉軸を決定する。歯の長軸を決定するのに好適なコ
ンピュータプログラムは、米国特許出願公開第２００４／００５４３０４号明細書（ラビ
ー（Ｒａｂｙ））に記載されている。その後、選択されたブラケットのベースの寸法に関
する既知の情報を使用し、患者の歯上のブラケットベースによって被覆される（且つ、模
型の歯４０上の転移セクション３２によって被覆される領域に対応する）領域を決定する
。
【００４７】
　次に、転写セクション３２は、転写セクション３２の寸法が、選択されたブラケットベ
ースの寸法に類似するまで、必要に応じてストック材料（ｓｔｏｃｋ　ｍａｔｅｒｉａｌ
）をトリミングすることにより準備される。次いで、ブラケットのベースが最終的に付け
られる患者の歯の選択された領域に対応する模型の歯４０の選択された領域に転写セクシ
ョン３２が配置されるように、図３に示されるように、模型の歯４０に転写セクション３
２を貼付する。例えば、前述の例に関して、例えば、転写セクション３２の中心がＦＡポ
イント上になり、近心側縁部と遠心側縁部がブラケットの咬合－歯肉基準軸の選択された
向きと平行になり、咬合側縁部と歯肉側縁部がブラケットのアーチワイヤスロットの選択
された向きと平行になるまで、必要に応じて転写セクション３２を操作してもよい。
【００４８】
　前述のように歯科矯正器具の正確な位置を決定することの代替として、臨床医は、代わ
りに器具のおおよその位置だけを決定することを選択してもよい。例えば、臨床医は、歯
肉縁、隣接歯間部位および歯の咬合側縁部に沿って延びる３ｍｍの境界又は周縁の縁部位
を除く、歯冠の顔面側又は頬唇側の表面全体に組成物３４（例えば、プライマー又はエッ
チング剤など）を塗布することを選択してもよい。このようにして、境界内のどこに器具
を配置してもよく、任意に、正確な位置および向きなるように必要に応じて後で操作して
もよい。この代替の手順では、転写セクション３２は、歯の頬唇側の表面から境界部位を
引いたおおよその形状に転写セクション３２をトリミングすることにより、予め準備され
てもよい。
【００４９】
　転写セクション３２を模型の歯列弓３８の歯に手で貼付してもよい。或いは、前述のデ
ジタルデータを使用し、ロボットアームを使用して転写セクション３２を拾い上げ、それ
を模型の歯列弓３８に貼付してもよい。
【００５０】
　転写セクション３２を全部、所望のように各模型の歯４０に貼付した後、転写セクショ
ン３２を含む模型の歯列弓３８を覆うように前述の熱可塑性材料などのポリマー材料のシ
ートを配置してもよい。次いで、材料のシートを模型の歯列弓３８の形状に適合させるた
め、模型の歯列弓３８および転写セクション３２を覆うように材料のシートを熱成形又は
真空成形する。材料のシートが模型の歯列弓３８および転写セクション３２の正確な形状
に適合し易いように、成形プロセス中、熱を加えてもよい。成形された装置２０を図４に
示す。
【００５１】
　図３および図４に示される実施形態では、転写セクション３２は、最初、両側に接着剤
の層を有する接着剤シート４４を具備するアップリケである。装置２０を作製するため材
料のシートを成形する間、接着剤シート４４は、転写セクション３２を模型の歯４０の所
定の位置に保持する。装置２０を成形し、冷却した後、模型の歯列弓３８から装置２０を
撤去し、転写セクション３２から接着剤シート４４を脱離させ、廃棄する。
【００５２】
　図示されている実施形態では、転写セクション３２は、壁部分２２、２４、２６を形成
する材料のシートに埋め込まれる。代替として又は追加で、転写セクション３２を壁部分
２２にしっかりと固定するため接着剤が提供されてもよい。
【００５３】
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　装置２０を模型の歯列弓３８から脱離させた後、必要に応じて装置２０をトリミングす
る。好ましくは、トリミング操作は、例えば、舌側壁部分２６が歯の咬合側縁部から露出
した歯冠の舌側縁までの距離の約半分しか延びないように舌側壁部分２６をトリミングす
ることを含む。頬唇側壁部分２２も、歯肉組織と接触しないようにトリミングされる。
【００５４】
　次に、接着剤シート４４を突起３６から脱離させた後、組成物３４（図５）を転写セク
ション３２のそれぞれに塗布する。任意に、組成物３４の供給源に接続されるロボットア
ームを使用し、自動化された方式で組成物３４を転写セクション３２上に供給してもよい
。例えば、ロボットアームの端部は、ソレノイドバルブを有するカニューレを有してもよ
く、カニューレは管で組成物３４の加圧容器に連結される。装置２０を支持物上に置き、
組成物をロボットアームでカニューレを通して転写セクション３２のそれぞれに連続的に
供給する。ロボットアームの移動およびバルブの操作による組成物の供給は、各転写セク
ション３２の寸法および位置を表すデジタルデータを使用してコンピュータで制御される
。
【００５５】
　臨床医が器具を患者の歯にボンディングすることを選択するとき、組成物３４を付ける
準備として患者の歯は清掃され、洗浄される。組成物３４が乾燥した歯に塗付されなけれ
ばならないプライマーである場合、空気流を使用して患者の歯を乾燥させる。次いで、患
者の対応する歯列弓を覆うように転移装置２０を配置し、任意にヒンジのように揺動させ
て着座させる。チャネル３０の形状は、下にある歯列弓の形状に合致するため、転写セク
ション３２は、以前の模型の歯４０上での転写セクション３２の位置に対応する、正確に
同じ位置の患者の歯の領域に同時に当接着座される。
【００５６】
　図５は、歯科矯正患者の歯列弓４６を覆って所定の位置にある転写装置２０を示す図で
ある。装置２０が所定の位置に置かれた後、各転写セクション３２は、歯列弓４６の対応
する歯４８を覆うように延び、好ましくはそれと接触している。次いで、各転写セクショ
ン３２と関連する組成物３４は、歯４８の隣接する領域を濡らし、それに一部転写する。
好ましくは、その後、各転写セクション３２を覆う頬唇側壁部分２２の領域に軽く指圧を
加えて、十分な量の組成物３４が患者の歯のエナメル質の選択された領域に転移されたこ
とを確実にすることを助ける。
【００５７】
　組成物３４が患者の歯の選択された領域に転写された後、転写装置２０は歯列弓４６か
ら脱離され、患者の口腔から撤去される。次いで、組成物３４の選択により、組成物３４
を必要に応じて乾燥させる。その後、組成物３４が付けられた患者の歯４８の領域に、ブ
ラケット又はバッカルチューブなどの歯科矯正器具をボンディングする。ゲージが組み込
まれている手用器材又はブラケット配置器材を使用して、患者の歯の選択された領域に手
で器具を配置してもよい。或いは、前述のデジタルデータを使用して、各器具のアーチワ
イヤスロットおよび咬合－歯肉基準軸が、以前選択されたアーチワイヤスロットおよび咬
合－歯肉基準軸の向きと整列するような向きに各器具を配置する。
【００５８】
　図６は、インダイレクトボンディング用トレー５０を使用する例示的なボンディング法
の図である。この実施例では、ボンディング用トレー５０は、シェル５２およびマトリッ
クス材料５４を具備する。転写トレー５０は、また、この実施例では歯科矯正ブラケット
である複数の器具５６（１つだけ示されている）も具備する。前述のデジタルデータを使
用して、器具５６をトレー５０内に位置決めする。器具５６は、好ましくは、注文製作の
ベース５８および一定量の歯科矯正用接着剤６０を具備する。好適な器具としては、３Ｍ
ユニテック社（３Ｍ　Ｕｎｉｔｅｋ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）製のＡＰＣブランドの接
着剤プレコート器具などの光硬化型接着剤がプレコートされた器具が挙げられる。或いは
、接着剤（化学硬化又は光硬化型）を手で器具に塗布してもよい。
【００５９】
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　装置２０を装着するのと同様にトレー５０を歯列弓４６に装着する。特に、対応する歯
を覆うようにトレー５０を位置決めし、任意に、ヒンジのように揺動させて着座させる。
マトリックス材料５４が示すキャビティの形状は、下にある患者の歯の形状に合致し、そ
の結果、器具５６は、以前選択された位置に対応する歯の位置に同時に当接着座される。
好ましくは、接着剤６０が十分に硬化するまで、シェル５２の咬合側面、舌側面、および
頬唇側面に圧力を加える。任意に、指圧を使用して、器具５６を患者の歯のエナメル質表
面にしっかりと圧接してもよい。
【００６０】
　接着剤６０が硬化した後、トレー５０を患者の歯列弓４６から注意して撤去する。好ま
しくは、まず、歯列弓４６並びに器具５６を覆って所定の位置に残っているマトリックス
材料５４からシェル５２を分離する。次に、マトリックス材料５４を器具５６から脱離さ
せる。任意に、マトリックス材料５４を器具５６から剥離させる時、スケーラーなどの手
用器材を使用して、各器具５６を患者の各歯４８の表面の所定の位置に当接保持すること
を助けてもよい。
【００６１】
　好ましくは、「歯科矯正器具のインダイレクトボンディング用の装置およびその作製方
法（ＡＰＰＡＲＡＴＵＳ　ＦＯＲ　ＩＮＤＩＲＥＣＴ　ＢＯＮＤＩＮＧ　ＯＦ　ＯＲＴＨ
ＯＤＯＮＴＩＣ　ＡＰＰＬＩＡＮＣＥＳ　ＡＮＤ　ＭＥＴＨＯＤ　ＯＦ　ＭＡＫＩＮＧ　
ＴＨＥ　ＳＡＭＥ）」と題された、出願人の公開された米国特許出願である、米国特許出
願公開第０５－００７４７１６－Ａ１号明細書、２００５年４月７日の開示に従って、転
写トレー５０を作製する。転写トレー５０の他の態様および追加の選択肢は、該特許出願
に記載されている。好ましくは、模型の歯列弓３８と同一の複製の模型の歯列弓を使用し
てトレー５０を作製する。別の選択肢として、また、転写装置２０の作製に使用される模
型の歯列弓３８を使用してトレー５０を作製してもよい。また、転写セクション３２の向
きと位置を決定するのに使用されるデジタルデータを使用して、器具５６の位置と向きを
決定する。
【００６２】
　図７は、患者の歯４８の１本に取り付けられた器具５６の１つを示す図であり、器具５
６が、硬化した接着剤６０によって形成される患者の歯のエナメル質への結合により所定
の位置にしっかりと保持されていることを示している。器具５６は、このとき、歯科矯正
治療を開始するためにアーチワイヤが挿入される準備が整っている。
【００６３】
　本発明の別の実施形態による転写装置２０ａが、図８に断面図で示されている。下記を
除いて、転写装置２０ａは、前述の転写装置２０と実質的に同じである。
【００６４】
　転写装置２０ａは、ジグの形態の基材２１ａを具備する。基材２１ａは、患者の歯列弓
の咬合部分を覆って嵌合するように構成された咬合側壁部分２４ａを具備する。好ましく
は、装置２０ａが比較的きつく嵌合する関係で歯列弓上に嵌め合うように付けられるよう
に、基材２１ａは、患者の歯列弓の咬合部分と実質的に同一の形状を有するキャビティを
有する。
【００６５】
　転写装置２０ａは、また、基材２１ａに接続された多数のアーム６２ａも具備する。任
意に、アーム６２ａは、組成物が付けられる歯の数に対応して各歯に提供される。転写セ
クション３２ａは、各アーム６２ａに接続され、歯列弓の予め選択された領域に組成物を
適用するような向きに配置される。
【００６６】
　好ましくは、転写セクション３２ａは、前述の転写セクション３２と同一である。転写
セクション３２ａは、接着剤でアーム６２ａに連結されてもよいが、他の選択肢も可能で
ある。患者の歯の表面に組成物を適用した後、歯列弓から転写装置２０ａを撤去する。次
いで、転写セクション３２ａにより転移される組成物が付けられた歯の領域に、歯科矯正
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器具をボンディングする。
【００６７】
　任意に、使用の準備が整っているパッケージされた物品の一部として、本発明の転写装
置を提供することができる。図９および図１０に、パッケージされた物品７０が示されて
おり、説明の目的で前述された転写装置２０を具備する。しかし、装置２０の代わりに転
写装置２０ａなどの本発明の他の実施形態に従って構成された転写装置を使用してもよい
。
【００６８】
　パッケージされた物品７０は、チャンバ７４を有する容器７２を具備する。容器７２の
蓋７６は、図１０に示される閉鎖位置（蓋７６がチャンバ７４全体にわたって延びる）と
、図９に示される開放位置（転写装置２０にアクセスするため蓋７６がチャンバ７４から
離間している）との間で移動可能である。
【００６９】
　図９および図１０に示される実施形態では、容器７２は、略「Ｕ」形の底部と、底面図
で略「Ｕ」形の形状を画定する直立した側壁とを有する。長方形の上フランジは、チャン
バ７４への開口部を取り囲み、容器７２の側壁に一体に接続されている。蓋７６に付いて
いる感圧接着剤は、蓋７６を閉鎖位置に取り外し可能に保持するように上フランジに係合
する。他の構成も可能である。
【００７０】
　好ましくは、蓋７６が閉鎖されているとき転写装置２０が過度に移動しないように、チ
ャンバ７４は、転写装置２０と接触する構造を有する。例えば、チャンバ７４の側部の形
状は、転写装置２０の形状に相補的であってもよい。或いは、転写装置２０と接触し、過
度の移動を防止するバー、ポスト、又は他の構造をチャンバ７４内に設けることができる
。
【００７１】
　追加の選択肢として、必要に応じて装置２０をチャンバ７４から容易に撤去できるよう
に、チャンバ７４は、転写装置２０の側部を把持し易くする構造を有してもよい。例えば
、転写装置２０の側部を容易に把持できるように、チャンバ７４の側部は、臨床医の指が
入る窪みを有してもよい。別の選択肢として、転写装置２０の側部を把持し易くするため
、前段落に記載したポスト又はバーを適切なサイズに作り、互いに離間させることができ
る。
【００７２】
　蓋７６は、埃や水分等の汚染物質から組成物３４を保護するように構成される。更に、
組成物３４が接着剤、プライマー、又はエッチング剤であるとき、器具と歯の最終的な結
合強度が比較的高くなるように、蓋７６を具備する容器７２は、組成物３４によって提供
される結合特性が低下しないように構成される。例えば、化学線への露光で組成物３４が
硬化し得る場合、容器７２は、化学線の透過に対する実質的なバリアを提供する材料で構
成される。容器７２に好適な材料としては、黒色又は赤色のポリエチレンテレフタレート
グリコール（ＰＥＴＧ）などの可撓性プラスチック材料が挙げられる。好ましくは、容器
７２内に転写装置２０が存在することを、蓋７６を開放することなく確認できるように、
容器７２は、化学線の透過を実質的に妨げるが、可視スペクトルの少なくとも一部の光の
透過を可能にする材料で製造される。別の選択肢として、蓋７６は、アルミニウム箔など
のバリア層に結合している紙の層を具備してもよい。容器７２に好適な材料の例、並びに
容器７２を構成する方法は、出願人の米国特許第５，５３８，１２９号明細書、および同
第５，３５４，１９９号明細書、並びに、「光硬化型材料用の容器（ＣＯＮＴＡＩＮＥＲ
Ｓ　ＦＯＲ　ＰＨＯＴＯＣＵＲＡＢＬＥ　ＭＡＴＥＲＩＡＬＳ）」と題された、出願人の
公開された米国特許出願である、米国特許出願公開第０３－０１９６９１４－Ａ１号明細
書、２００３年１０月２３日に記載されている。
【００７３】
　或いは、容器７２は、感圧接着剤の代わりに、容器７２のフランジと蓋７６の間の部位
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に気密シールを具備してもよい。気密シールを使用すると、組成物３４の揮発性成分が前
述のような蓋７６に付いている感圧接着剤などの感圧接着剤と接触することを防止するの
に役立つ。その結果、気密シールによって、チャンバ７４内からの揮発性成分の損失が減
少する。
【００７４】
　追加の選択肢として、組成物３４中に存在する揮発性成分の損失が減少することを助け
るため、容器７２に組成物３４の１種類以上の揮発性成分の追加量を提供してもよい。例
えば、組成物３４は、エチル４－ジメチルアミノベンゾエート（「ＥＤＭＡＢ」）および
／又はカンファーキノン（「ＣＰＱ」）を含有する接着剤であってもよく、容器７２を閉
鎖した後、それらは両方とも一定時間にわたり揮発する場合がある。このような成分の追
加量をチャンバ７４に添加することにより、平衡が移動し、装置２０に塗布される組成物
３４からこのような成分が過剰量損失する可能性が少なくなる。その結果、一定時間にわ
たり組成物３４の特性が損なわれる可能性が少なくなる。追加の揮発性成分は、チャンバ
７４に隣接するウェルに入れられる液体中に提供されてもよく、又は、任意に転写装置２
０用の包装材料の役割をする（スポンジ又は布帛などの）多孔質材料中に提供されてもよ
い。
【００７５】
　好ましくは、容器７２を開放した後、蓋７６が図９に示される開放位置に自己保持され
るように、容器７２は構成される。このため、図９に７８で示される軸に沿って延びる一
連の穿孔などの弱め線を蓋７６に設けてもよい。蓋７６を開放した向きに保持することを
助けることに加えて、使用者が蓋７６を引っ張り続けて、容器７２のフランジからそれを
分離させないように、穿孔は使用者に蓋７６が開放しているという触覚フィードバックも
提供する。
【００７６】
　本出願では、以下の態様が提供される。
１．　患者の歯の選択された領域にボンディングされる複数の歯科矯正器具を具備する、
歯科矯正治療プログラムで使用される患者の歯に組成物を適用するための装置であって、
該装置は、患者の歯列弓の少なくとも一部の形態に合致する形態を有する少なくとも１つ
の壁部分を有し、また、それぞれが歯列弓の各歯に対応する複数の転写セクションを具備
する基材であり、基材が患者の歯列弓上に配置されるとき、前記器具が付けられる歯の選
択された領域に隣接するように前記転写セクションが配置される基材、および前記基材が
患者の歯列弓上に配置されるとき、前記対応する歯の選択された領域に転写させるため、
前記転写セクションに適用される一定量の組成物、を備える装置。
２．　前記基材が成形された熱可塑性材料のシートを備える、態様１に記載の装置。
３．　前記熱可塑性材料がエチレン酢酸ビニルを含む、態様２に記載の装置。
４．　前記基材が、頬唇側壁部分および咬合側壁部分を具備する、態様２に記載の装置。
５．　前記基材が舌側壁部分を更に具備する、態様４に記載の装置。
６．　前記転写セクションが複数の突起を備える、態様１に記載の装置。
７．　前記組成物が、エッチング剤、接着剤プライマー、接着剤、接着剤成分、およびシ
ーラントの１つ以上を含む、態様１に記載の装置。
８．　前記転写セクションが前記基材にボンディングされる、態様１に記載の装置。
９．　前記転写セクションがそれぞれ、前記各歯科矯正器具の形状に概ね合致する形状を
有する、態様１に記載の装置。
１０．　チャンバを具備する容器を備え、態様１に記載の装置が該チャンバに収容される
、パッケージされた物品。
１１．　前記組成物が、エッチング剤、接着剤プライマー、接着剤、接着剤成分、および
シーラントの１つ以上を含む、態様１０に記載のパッケージされた物品。
１２．　前記チャンバが、前記配置デバイスの形態に実質的に合致する形態を有する、態
様１０に記載のパッケージされた物品。
１３．　患者の歯に組成物を適用する方法であって、患者の歯列弓の少なくとも一部の形
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状に合致する形状を有する少なくとも１つの壁部分を有する転写装置を提供する工程、歯
科矯正器具が付けられる患者の歯のある一定の領域の位置を決定する工程、前記患者の歯
のある一定の領域の位置に対応する前記転写装置のセクションの位置を決定する工程、前
記転写装置のセクションに一定量の組成物を適用する工程、および前記組成物の少なくと
も一部を前記患者の歯のある一定の領域に転写させるため、前記転写装置を前記歯列弓と
接触するように配置する工程、を含む方法。
１４．　前記転写装置を提供する工程が、患者の歯列弓の少なくとも一部の模型を作製す
る工程、および前記模型を覆うように材料を成形する工程を含む、態様１３に記載の患者
の歯に組成物を適用する方法。
１５．　前記転写装置を提供する工程が、前記患者の歯のある一定の領域に対応する前記
模型の領域を覆うようにアップリケを配置する工程を含む、態様１４に記載の患者の歯に
組成物を適用する方法。
１６．　各アップリケが多数の突起を具備する、態様１５に記載の患者の歯に組成物を適
用する方法。
１７．　前記一定量の組成物を適用する工程が、前記転写装置のセクションに前記組成物
を適用するため、前記組成物の供給源に接続されるロボットアームを作動させる工程を含
む、態様１３に記載の患者の歯に組成物を適用する方法。
１８．　前記組成物が、エッチング剤、接着剤プライマー、接着剤、接着剤成分、および
シーラントの１つ以上を含む、態様１３に記載の患者の歯に組成物を適用する方法。
１９．　前記転写装置の各セクションの全領域が、前記患者の歯の選択された各領域の約
１２５％以下である、態様１３に記載の患者の歯に組成物を適用する方法。
２０．　前記転写装置を提供する工程、前記歯科矯正器具が付けられる前記患者の歯のあ
る一定の領域の位置を決定する工程、および、前記転写装置のセクションの位置を決定す
る工程の少なくとも１つが、デジタルデータを使用して実施される、態様１３に記載の患
者の歯に組成物を適用する方法。
２１．　患者の歯に組成物を適用するための装置を作製する方法であって、患者の歯列弓
の少なくとも一部の形状に合致する形状を有する少なくとも１つの壁部分を有する転写装
置を提供する工程、歯科矯正器具が付けられる患者の歯の領域の位置を決定する工程、前
記歯科矯正器具が付けられる患者の歯の領域の位置に対応する前記転写装置のセクション
の位置を決定する工程、および前記転写装置のセクションに一定量の組成物を適用する工
程、を含む方法。
２２．　前記転写装置を提供する工程が、患者の歯列弓の少なくとも一部の模型を作製す
る工程、および、前記模型の少なくとも一部に適合するように材料を成形する工程を含む
、態様２１に記載の患者の歯に組成物を適用するための装置を作製する方法。
２３．　前記転写装置を提供する工程が、前記患者の歯のある一定の領域に対応する前記
模型の領域を覆うようにアップリケを配置する工程を含む、態様２１に記載の患者の歯に
組成物を適用するための装置を作製する方法。
２４．　前記一定量の組成物を適用する工程が、前記転写装置のセクションに前記組成物
を適用するため、前記組成物の供給源に接続されるロボットアームを作動させる工程を含
む、態様２１に記載の患者の歯に組成物を適用するための装置を作製する方法。
２５．　前記組成物が、エッチング剤、接着剤プライマー、接着剤、接着剤成分、および
シーラントの１つ以上を含む、態様２１に記載の患者の歯に組成物を適用するための装置
を作製する方法。
２６．　前記転写装置の各セクションの全領域が、前記患者の歯の選択された各領域の約
１２５％以下である、態様２１に記載の患者の歯に組成物を適用するための装置を作製す
る方法。
２７．　前記転写装置を提供する工程、前記歯科矯正器具が付けられる前記患者の歯のあ
る一定の領域の位置を決定する工程、および、前記転写装置のセクションの位置を決定す
る工程の少なくとも１つが、デジタルデータを使用して実施される、態様２１に記載の患
者の歯に組成物を適用するための装置を作製する方法。
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２８．　前記転写装置を提供する工程が、前記転写装置を容器に入れる工程を含み、前記
一定量のボンディング組成物を適用する工程が、前記転写装置を容器に入れる工程の前に
実施される、態様２１に記載の患者の歯に組成物を適用するための装置を作製する方法。
２９．　歯科矯正器具をボンディングする方法であって、患者の歯列弓の少なくとも一部
の形状に合致する形状を有する少なくとも１つの壁部分を有する転写装置を提供する工程
、前記転写装置の選択されたセクションに一定量のボンディング組成物を適用する工程、
前記ボンディング組成物の少なくとも一部を前記患者の歯のある一定の領域に転写させる
ため、前記転写装置を前記歯列弓と接触するように配置する工程、前記転写装置を前記歯
列弓から撤去する工程、および、その後、歯科矯正器具を前記患者の歯のある一定の領域
にボンディングする工程、を含む方法。
３０．　患者の歯列弓の模型を提供する工程を含み、前記転写装置を提供する工程が、前
記模型を覆うように熱可塑性材料のシートを成形する工程を含む、態様２９に記載の歯科
矯正器具をボンディングする方法。
３１．　前記患者の歯のある一定の領域に対応する模型の位置に複数のアップリケを貼付
する工程を含む、態様３０に記載の歯科矯正器具をボンディングする方法。
３２．　前記選択されたセクションが前記アップリケを備える、態様３１に記載の歯科矯
正器具をボンディングする方法。
３３．　前記転写装置の選択されたセクションに一定量のボンディング組成物を適用する
工程が、少なくとも一部、デジタルデータを使用して実施される、態様２９に記載の歯科
矯正器具をボンディングする方法。
３４．　前記歯科矯正器具を前記患者の歯のある一定の領域にボンディングする工程が、
インダイレクトボンディング配置装置を用いて実施される、態様２９に記載の歯科矯正器
具を歯にボンディングする方法。
３５．　前記転写装置を提供する工程が、前記転写装置を容器に入れる工程を含み、前記
一定量のボンディング組成物を適用する工程が、前記転写装置を容器に入れる工程の前に
実施される、態様２９に記載の歯科矯正器具を歯にボンディングする方法。
３６．　前記転写装置の選択されたセクションに前記一定量のボンディング組成物を適用
する工程が、後で前記器具の縁部分の下になる歯の部分に対応する前記転写装置の部分に
ボンディング組成物がないようにする工程を含む、態様２９に記載の歯科矯正器具を歯に
ボンディングする方法。
　更に、当業者は、本発明の本質から逸脱することなく多くの変更および代替の構成を作
製し得ることを認識する。従って、本発明は、前記に詳述した具体的実施例に限定される
ものと考えられるべきではなく、以下の公正な特許請求の範囲並びにその同等物のみによ
るべきである。
【図面の簡単な説明】
【００７７】
【図１】本発明の一実施形態による患者の歯に組成物を塗布するための歯科矯正転写装置
の斜視図である。
【図２】図１に示されている転写装置を作製するのに使用される患者の歯列弓の例示的模
型の正面立面図であり、転写セクションの役割をするように模型の歯列弓の歯の選択され
た領域に接続されている複数のアップリケを示す。
【図３】図２に示されている模型の歯とアップリケの１つの拡大側面断面図である。
【図４】図１に示されている転写装置を作製するため、１枚のポリマー材料のシートが、
図３に示されている模型の歯とアップリケを覆うように成形されている拡大側面断面図で
ある。
【図５】装置が模型の歯から撤去され、トリミングされ、患者の歯と接触するように配置
された後の、図４に示されている転写装置の拡大側面断面図である。
【図６】転写装置が患者の歯から撤去されたこと以外、図５に幾分類似している図であり
、また、歯科矯正器具を患者の歯にボンディングするための例示的なインダイレクトボン
ディング用トレーも示されている。
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【図７】器具が患者の歯にボンディングされ、インダイレクトボンディング用トレーが撤
去されたこと以外、図６に幾分類似している図である。
【図８】本発明の別の実施形態による患者の歯に組成物を塗布するための歯科矯正転写装
置の側面断面図である。
【図９】本発明の更に別の実施形態による容器および容器のチャンバに収容されている転
写装置を具備するパッケージされた物品を示す斜視図である。
【図１０】容器の蓋が閉鎖されている、図９に示されているパッケージされた物品の側面
断面図である。

【図１】

【図２】

【図３】
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【図４】 【図５】

【図６】 【図７】
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【図８】 【図９】

【図１０】
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